
「絵 ぱな し」 を用いた保育 に関する一考察
一 「竹馬 」 の実践 か ら一

加　藤　道　子
(大学院発達教育学研究科児童学専攻〉

鈴　木　恵　子
(至学館大学附属幼稚園)

加 藤 由 里 香
(至学館大学附属幼稚園〉

1.は じめに

　 A幼 稚園の竹馬活動を,園 児の自主性 を重ん

じた活動に展開す る目的で 「絵ばなし」を鑑賞

させ,竹 馬活動に取 り組んだa

　竹馬の起源を調べると,平 安時代にさかのぼ

り,絵 巻物や和歌等か らも田楽や子 どもの遊び

として記 されてい る。 田楽舞の申の 「高足」

(1本 の竹馬でホ ッピングのように飛 び跳ねる

田踊 り)で は五穀豊穣や子孫繁栄を願う意味が

ある。これ らを園児の栽培活動 と結び付けて,

伝えることで,自 主的に竹馬活動に取 り組むの

ではないかと考えたのである。

　園児に伝える手法は,担 任の 「語 り」を中心

に展開しようと考えたため,保 育教材 は 「絵ぱ

なし」が適 していると判断した。

　 「絵 ばなしとは,掛 軸式と巻物式とがあり,

紙芝居と口演童話 との中闘的存在で,絵 を前 に

して講釈する演芸である。絵はどちらか という

とイメージをはっきりさせるための補足的な役

割で口演を主体に物語が展開する。」1}作品であ

る。

　今回の竹馬についての 「絵ぱな し」は,保 育

内容に即 した内容が必要だ と考え,筆 者が作製

することにした。

　本研究は,筆 者の作製 した 「絵ぱなし」を用

いた取 り組みの中でどのように活動を展開して

いったかを明らかにし,園 児の自主性 を重ん じ

た活動を展開するためにどのように寄与 したか

を検証する。
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で次の ように述べている。「子 どもの発達 と学

びの概念が保育者にはっきり理解されていない

ため,何 を学びと捉 えればよいのかが分からな

くなっている。」と,保 育現場での保育内容の

曖昧さを指摘 している。 また,「 何か活動すれ

ばよいという,活 動主義に陥って しまい,活 動

させ ることで納得 して しまう保育者 もみ られ

る。」3}と述べ,保 育実践を検討する中で,次 の

結論 を導いた。保育者は 「常に子 どもが今,何

を考 えているか,何 に気付いているのか等,内

面の変化を捉えることができれば,子 どもの学

びを構 造的 ・分析的に捉 えた とい うことにな

る。」4'さらに 「幼児の活動 をうまく進めてい く

ことを中心に考えると,ゆ とりを持って幼児を

見ることが出来なくなる。そうなると,保 育者

が計画通 りに活動を進めることになり,幼 児が

考える機会や場,チ ャンスを奪ってしまうこと

になる。」51と,B常 の保育計画は保育者主導で

はな く幼児の学びを尊重 した保育が必要である

ことを述べている。

　中島6;は 「保育者の子 ども理解に関する一考

察」で,「 保育者 自身が,子 どもの活動に参与

し子 どもに関わりながら 「観察」 した結果を記

録 してゆ く過程において明 らかにされなければ

ならない」と,保 育者自身が保育記録の振 り返

りと分析の中で学んでい くことが必要であると

述べている。

　他方,保 育教材 としての 「絵ぱなし」を利用

した保育実践に関する研究は皆無であった。

2.先 行研究　　　　　　　　　　　　　　　　　3.研 究の目的 と方法

井戸 ら21は「保育実践 を支える保育の考え方」　 ① 目的
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「絵ぱなし」を用いた保育に関する一考察

　保育者が製作 した 「絵ぱなし」を用いた保育

実践が,ど のような竹馬活動の展開になったか

を明 らかにし,そ れが園児の自主性にどのよう

に関わったかを考察する。

②対象者

　年長5歳 児34名(男 子19名 ・女子15名)

③調査期間

　 2010年5月10日 ～5月26日

④調査場所

　 A幼 稚園

⑤方法

　第1に 筆者が作製した 「絵ぱなし」を鑑賞 さ

せ,竹 馬活動に取 り組ませる。

　第2に 実際に園児が 「絵ぱなし」を観ている

場面をビデオで記録し文章化することと,日 々

の実践記録の中から 「絵ぱなし」を鑑賞するこ

とで竹馬活動に影響があったと思われる事例を

取 り上げ分析する。

　尚,「 絵ぱなし」を作製するにあたり,次 の

ことを考慮 した。

　竹馬活動に結び付ける必要があるため,春 駒

型は除いて高足 ・鷺足型を伝 えること。五穀豊

穣を願って竹馬に乗ったことが園児にも理解で

きる内容にすること。棒(竹 馬)で 地面の悪霊

を祓 うとい う趣 旨を5歳 児に伝えることは困難

と考え,神 様に豊作を願 うという物語にするこ

と。高足 ・鷺足の様子は絵巻物の絵を拡大 し観

せること。

　実践の内容は以下の通 りである。

4、[指 導案]竹 馬活動 「絵ぱなし」を伝える

2010年5月10日(月)天 気 晴れ　　 5歳 児　S組 　出席33人 欠席1人

〔園児の姿〕

竹林に行き竹に興味を持ち始める。

クラスで 「竹の子」について調べ学習をした。

男児は活発だが女児は消極的な子が目立つ。

5月 になり新 しい仲間と相談し,遊 ぶ姿が見受けられる。

時刻

1305

1320

幼児の活動

・「絵ぱなし」を鑑賞するために集まる。

・表 紙 の 竹 林 を 見 て ,

出す 。

・「絵 ぱ な し」 の世 界 に 入 る。

・集 中 して 「絵 ぱ な し」 を 見 る。

以前の竹林での体験を思い

・「絵ぱなし」から考えた事を発表する。

・絵巻物などから感 じた事を発言する。
・自分で思いついた事を周りにも知らせる。
・担任の問いに対して活発に発言する。

・神様起こしに興味を持つ。

〔本時のねらい〕
・竹馬の起源を 「絵ぱなし」で伝える。
・「絵ぱなし」を鑑賞し,竹 馬活動につなげる。

指導上の留意点

・イーゼルに立てかけた 「絵ぱなし」を園児の位

置から観る事ができるか確認する。
・「絵ぱなし」に集中できる雰囲気作りをしていく。

・「絵ぱなし」に興味を持つようにゆっくり語る。

・1本 の高足があったこと,2本 の竹馬もあり,

昔からの遊びであることを知らせる。
・子 どものしぐさや感情の動きを感 じ取 り 「絵ぱ

なし」に関心を向けさせる。
・「絵ぱなし」観賞後 園児と話 し合う。

・感じたことを
,発 言できるよう見守る。

・仲間の話を聞く中で,ク ラスの皆で 「絵ぱなし」

の内容を振 り返させる。
・担任の気持ちを押 しつけないように心掛ける。
・栽培活動と結びつけ,五 穀豊穣を願う神様起こ

　しを印象づける。

　 :1



発 達 教 育 学 部 紀 要

5.〔 事例1〕 「絵ば な し」を鑑賞する
一2010年5月10日 　 S組 保育記録及びビデオ撮影記録 より一

・番号は 「絵ばなし」の場面(5分25秒 で終了)

〈写真1　 絵ぱなしを鑑賞〉

① 「竹馬のおはなし」はじまりはじまり～。

②みんながやっている竹馬もずっと昔からあったんだけど1本 の竹馬もあ

　 りました。両方の手で持って 「ぴょんぴょん」跳んでました。みんなの

　竹馬とちょっと違うね。でも同じような意味があるんだよ。

③みんなと一緒の2本 の竹馬は昔の 「絵巻物」の中にあります。これが日

　本のみんなと同じ2本 の竹馬の一番古いものだと思います。なぜ,竹 馬

　をするようになったかを調べてみました。絵巻物の中でも,大 人がやっ

　てたんだけど,竹 馬はこんな風に使われていました。

④昔ね。お米や野菜が沢山取れるようにお祈 りをしました。土の下にいる

　神様に竹馬に乗って 「とんとんとんとん」「神様 神様お願いします。

　お米がた くさん採れますように。野菜がたくさん採れますように。」っ

　ていう気持ちで竹馬に乗ってお願いしました。とんとんとんとん竹馬で

　歩 くと土の神様も何か言ってるのかな…って気がついて,願 いを叶えてくれたんだと思います。

⑤田植えのときは泥の中で歩きにくいから,2本 の竹馬になってということも言われています。田んぼで土の神

　様に豊作をお願いするお祭 りを・したこともあったそうです。竹馬に乗っていれば濡れないよね。大人がそれを

　やっていて,子 どもが見てやってみたいなと思いました。それが竹馬遊びになりました。きっとそんな大人た

　ちがかっこよかったんだと思います。

⑥みんなももうじき,さ つまいもの苗を植えるんだけど土の下の神様にとんとんとんとんって竹馬に乗ってお願

　いしてあきまつ りのころにどっさりお芋が出来るといいね。

⑦ じゃあ,そ んな気持ちでとんとんとんとん竹馬をやってみてください。

「絵ばなし」を鑑賞させた後の話 し合い

時間

5分27秒

5分34秒

5分41秒

5分45秒

担任の発問

ねえ。どう?竹 馬の話聞い

てどうでしたかa

どんなところが?

う一 ん?1

昔はどんなふうだったのか

な?

園児の発言と様子

(通常の読み聞かせと全 く異

なり,食 い入るように絵ばな

し を観 て いた 。)

園 児:楽 しか っ た 。

園 児:面 白か っ た。

F児;乗 るところが難しかっ

たけど動 くところが楽しかっ

た。

W児:面 白か っ た1

園 児:知 らない 。

園 児:知 らない 。

園 児:知 らない 。

担任の気持

・担任 も初めて絵ぱなしを鑑賞させた

ため,子 どもがどう理解するか不安

であった。

・「絵ぱなし」を鑑賞した直後,予 想

外に子どもからの発言がなかった。
・「絵ぱなし」から何を感じたか知 り

たかった。
・子どもの心に何があるか聞き出した

い焦りがあった。
・いつも発言する園児が発言しないの

はなぜだろう?

・「絵ばなし」を理解できていない子

どもにも仲間の発言で何かを気付か

せたかった。

・どんな場面がおもしろかったかを知

　りたかった。
・担任 と子どもが同じ思いを持ってい

るのか不安であった。
・子どもたちは何かを感 じていても

,

それがうまく言葉で伝えられないの

ではないかと思った。
・表現の仕方が分からないのかもしれ

ないと思った。
・生活体験にないためうまく言葉で伝

えられないのだろうか?
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時間

5分53秒

5分57秒

5分59秒

6分03秒

6分27秒

6分37秒

7分01秒

7分05秒

7分17秒

7分20秒

7分25秒

「絵ぱなし」を用いた保育に関する一考察

担任の発問

そ うそ う11本 だ っ た んだ

ね 。

うん 。

で もこ れ。 見 て,ど う?み

んな?

うん。これ絵巻物っていう,

古い…今は絵本とかビデオ

とかあるよね。そういうも

のじゃない巻物なの。どこ

にいるかわかる?

こ こに い る の。 す ごい ね。

みんなももうすぐさつま芋

の苗植えあるよね。

そ うだ よ。6月 の ね 。1,

2,ど っ ち かで 行 く よ。 一

日,二 日ね。 そ の 時 に 土 の

神 様 に 豊作 って … た くさ ん

取 れ ます よ う に って こ とね。

トン トン トンって や っ て ほ

しいんだけどやれそう?

台 って な にa

じゃあ,で もみんなが乗れ

るようにやってみてくれ

る?土 の下の神様をみんな

で起こしてみてくれる?

そ して神様が気付 くように

やってみてくれる?

うん。 本 当 に。

で も,J児1人 じゃ な くて

みんなの力だとどう?

園児の発言と様子

Y児:1本!

Yu児:こ う や りた い 。 こ う

や りた い。

Yu児:や りた い 。

Y児:2つ1

園児:う ん 。

園児:う ん 。

園児 　 分 か る。

園児.分 か る。 そ こ1

園児:わ か ん な い。

園児:そ うな の?

園児　やれる1

園児.台 がないとできない。

園児:竹 馬の台がないとでき

ない。

H児:台 だったら階段でやれ

ばいいじゃん。

園 児:ん 一?

園 児'え 一?

J児 　 ほ ん とに 一?

J児:俺1人 ぐ らいか も しれ

な い よ。

K児:俺 で き る1(足 をバ タ

バ タさせ る)

担任の気持

・この 「1本」が子どもにとって 「絵

ぱなし」で印象付けられているもの

と思った。
・子どもたちに知らせたいことの1つ

を言ってくれたので嬉しかった。
・子 どもたちに昔のことから,「絵ぱ

なし」の内容へと広が りを持たせた

かった。
・何か子どもたちが具体的な発言をし

てくれないだろうかと思った。

・子 ど もた ちが 気 付 い て くれ て ホ ッ と

　した 。

・強引に担任の思いを進めすぎた。竹

馬の話と結びつけるよう,栽 培活動

と竹馬のつなが りを再確認させたい

気持ちが強かった。

・1人 じゃな く,

せ たか った。

クラス集団を意識さ

・もう一度神様と関連させ,印 象付け

たかった。

・これからの活動を神様でつなげたい

という思いが大きかった。

・クラ ス で同 じ気持 ち に したか っ た。
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時間

7分29秒

7分37秒

担任の発問

やりやすい?

昔 はね。でも2つ になっ

たって言ってたよね。それ

で またこの話読んでみた

いと思います。お楽しみに

していてください。

園児の発言と様子

園児:や りやすい

J児:で も1つ だ っ た もん …。

(複 数 の 園 児 が 足 をバ タバ タ

させ て い る)

担任の気持

・みんなで竹馬活動をするのだという

気持ちを伝えたかった。　　　 ^
・みんなが一緒だと心強いと思ってく

れたと感じた。

・で きる とい う安 心 感 を与 え たか った 。

〈写真2　 絵ぱなしの場面②〉 〈写真3　 絵ぱなしの場面③〉 〈写真4　 絵ぱなしの場面⑥〉

6.[事 例1]の 分析

①指導案の 「本時のね らい」にあるように 「絵

　ぱなし」で竹馬の起源を理解させ,竹 馬活動

　につなげることがで きたかどうか。

　園児の会話の中か ら次のことが確認で きた。

　第一 に竹馬は昔か ら存在 し,自 分たちが乗 る

竹馬は2本 だが1本 の竹馬 もあったことを,園

児は 「絵 ぱなし」か ら知った。担任が 「昔はど

んなふうだったのかな?」 と発問すると 「知 ら

ない」 とい う園児 もいるが,「1本 」 と答えて

いる園児もいる。1本 の竹馬に興味を持ったも

の と思われる。その後,担 任 は 「そうそ う。1

本だったんだね。」 と発言 した園児 に同意す る

と,別 の園児が 「(1本 の竹馬 を)や りたい。」

と意志表明をする。

　第二 に絵巻物の中の竹馬遊びを見つけ園児が

「うん。」「うん。」「分かる。」「分かる。そこ1」

と発言する。多 くの園児が写真や絵巻物に反応

している様子から,幼 児 を対象に描かれてない

絵であってもそれが理解できたことが伺える。

「絵ぱなし」 という教材は園児 にとって初めて

のものであったが,保 育者の手作 りだったこと

や絵巻物の絵を描き改めずにそのままの状態 を

見たことが興味を持った要因の一つであると思

われる。

　「絵ばなし」 を鑑賞 したことで,知 らなかっ

た竹馬の歴史を理解 し,竹 馬への関心が高 まり,

「絵ぱなし」の効果があったと思われる。

　須永ll)は紙芝居を題材にしたものではあるが

「保育の中の紙芝居」で次の ように述べている。

「(紙芝居は)中 心的な遊びに関連して扱われる

場合がある。その興味を増し,取 り組む意欲 を

高めるための動機づけとして使われるのである。

これか ら行 う遊びに対 して園児な りのまとまっ

た見通 しや期待が持てるような題材で,積 極的

に参加 したいと思わせるような取 り扱いがのぞ

ましい」 と述べている。今回の保育記録の分析

から 「絵ぱなし」を鑑賞させる意図は一定反映

されたと考える。

②担任の関わ り方はこれでよかったか。

　指導案に 「担任の気持ちを押 し付けないよう

に心掛ける」とある。 しか し17回の担任の発問

のうち園児に対 して 「押 しつけの発問」だと思

われるものが,8か 所(ア ンダーライン実線)

ある。さらに4か 所(ア ンダーライン点線)は,
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担任の伝えたいことを確認する発問であ り,結

果的に話 し合いを保育者主導型に してしまって

いる。

　 これ らの発問は,園 児を自主的に竹馬活動に

取 り組ませることに逆行してお り,担 任 も 「強

引に担任の思いを進めすぎた」 と反省 している。

　担任は通常の絵本や紙芝居の読み聞かせの時

と異 なり,園 児 の自由な発言がないのが気 に

なっている様子であった。そのような園児を前^

に,「担任の気持」の中で 「不安」に思 う様子

が見受けられる。そして,担 任が展開したい方

向を示唆する発問をして しまっている。

　 しか し結果 としてその ような保育者の 「行 き

過ぎた」関わりがあって も,園 児が 自主的に竹

馬に取 り組 んでい くことになる様子が,次 の事

例2で 明らかになる。

7.〔 事 例2〕 「絵 ぱな し」鑑 賞後 の園児 の取 り組 み

一2010年5月11日
,14日 　 S組 保育記録 よ り一

2010年5月11日 の朝の自由遊びの時間は,前 日の 「絵ぱなし」の印象が強かったものと思われ,「竹馬や りに行

こう1」 ではなく 「神様起こしに行こう!」 という声が園児たちの中から聞こえた。「絵ぱなし」の内容と竹馬

が結びつき,興 味を持ったことが伺える。

　　　　　　　　　　　　　　 2010年5月14日

　　　　　　　　　　　　　　 (トウモロコシ畑に行きたい1)

　　　　　　　　　　　　　　 A児:ト ウモロコシのところに行っていい?

　　　　　　　　　　　　　　 担任:え っ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　 (朝,乗 れたばかりのA児 にとって トウモロコシ畑までの距離は厳しい

　　　　　　　　　　　　　　　　　 と担任は思った。実際 トウモロコシ畑までの道のりは,か なりある。普

　　　　　　　　　　　　　　　　　 段,園 児たちの遊んでいる園庭から園舎を挟んだ場所にあり,更 に階段

　　　　　　　　　　　　　　　　　 や通路はやっと一人歩ける位の幅であり,困 難な道のりである。仮に畑

　　　　　　　　　　　　　　　　　 まで行けても畑の周 りは平坦な道ではないので普通に竹馬で遊べるよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　 な状況ではない。それに,昨 年までは竹馬の遊び場ではないので,許 可

　　　　　　　　　　　　　　　　　 していいものか迷った。)

　　　　　　　　　　　　　　 A児:土 の神様起こしに行 く1

　　　　　　　　　　　　　　 A児:行 くよ1

　　　　　　　　　　　　　　 (周りを見て,自 分で決意した様子である。A児 の土の神様を起こしたい気持
く写真5　 トウモロコシ畑へ〉　ちは

,変 わらなかった。)

(筆者はこれから苗植えをする,園 から歩いて30分 弱の芋畑を思い浮かべて 「絵ぱなし」を作製したが,A児 は

すでに自分が栽培している園内にあるトウモロコシ畑と結びつけたのである。土の神様を起こしたい一心で竹馬

に乗れるようにな り,直 ぐにトウモロコシ畑に行きたいと要求したものと思われる。結局,何 度も転びながら畑

に到着した。)

A児:神 様起こしたい1(担 任に伝える感じではなく,本 人が自分に言い聞かせているように思う。3回,畑 の

　　　周 りを歩くが特に変化はない。変化のない畑に不満足な様子のA児 である。)

担任:起 きたと思う…?(A児 は無言で,畑 をみつめ,対 話をしている感 じである。)

A児:神 様 土の下にいるか掘ってみたい…

　　　 (トウモロコシの植えてある土をしゃがんでずっと見ていた)

給食の時間

A児:竹 を前にしながら手に力を入れて,い つまでも頑張って,ウ サギの隣の トウモロコシのところに行って,

　　　土の神様を起してきた1(ク ラスのみんなが驚いた)

H児:え っ1ト ウモロコシのところに行ったの?

A児:う ん1

S児:行 っていいの?ト ウモロコシのところに行きたいな…

S児:場 所,変 えてやる?(同 じグループの子に言った)

F児:ふ 一ん　畑いいんだって…

給食後

F児:ト ウモロコシの神様起こしてきます!(走 って行った)

M児:行 く～

S組 の中で竹馬に乗れる園児が34名 中13名 になり,だ んだん活気が出てきた。
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8.〔 事例2〕 の分析
一 「神様起こし」定着の道筋一

　第一の定着。「竹馬に乗 りたい」

　翌 日5月llaの 朝の自由遊びの時間に 「神様

起こしに行こう!」 と友だちを誘 う姿がみ られ

た。前 日の 「絵ぱなしJの 鑑賞が何 らかの影響

を与えたことが伺 える。

　 そして竹馬に乗る事が 「神様起こし」 と称 し

て園児の中で豊作 を願 う行為 として定着 しつつ

あることが分かる。

　第二の定着。「神様に近づ きたい」

　 5月14日,担 任 は園庭で竹馬に乗れるように

なったA児 から,ト ウモロコシ畑に行 きたいと

要求 される。 これに対 し担任は乗れたばか りの

A児 には,ト ウモロコシ畑まで乗って行 くのは

は無理だと判断した。

　 しかし,A児 だけでな く,他 の園児からも強

い要望があり,ト ウモロコシ畑での遊びを許可

することにした。

　先の 「絵ばなし」の中で筆者は トウモロコシ

畑ではなく,こ れか ら苗を植えるさつ ま芋畑を

思い浮かべ 「絵ばなし」を作製 したのである。

　 しか し園児 は,「絵 ばな し」の中で さつ ま芋

畑を示唆され,そ の通 りに行動す るのではな く,

むしろ 日常的に園児 らが水や りをしている トウ

モロコシ畑を思い浮かべたのである。「みんな

ももうじき,さ つ まい もの苗 を植 えるんだけ

ど」 と語 られる 「絵ぱな し」か ら,さ つまい も

の苗 を植えた経験のない園児がイメージを膨 ら

ませ るのが困難であることは推測できる。この

時期,交 替で水や りを日課 としていた トウモロ

コシ畑と 「神様起こし」が結びついたことは合

点がい く。

　第三の定着。「環境の広が り」

　何人かの園児が トウモロコシ畑に行 っていい

か尋ねている。これは園児が,前 年度までは禁

止 されていた場所であったためである。「行っ

てもいいの?」 と聞いたのは禁止 されていた場

所だという気持ちとトウモロコシ畑で神様を起

こしたいという両方の気持 ちの表れであった。

　担任は,従 来の遊び場でないことや危険だと

思われる場所 を許可するかどうかについても悩

んだが,「 行 きたい」 と要求する園児 の気持ち

に共感 し,ト ウモロコシ畑での遊びを許可 した

いきさつがある。園児の遊び環境 を少 々の危険

を含め広げることにより,遊 びが発展 したとい

える。

　第四の定着。「技量との結びつき」

　 トウモロコシ畑に行 くまでに通過しなければ

いけない通路には,園 庭か らコンクリー ト,土,

草原,マ ンホール,階 段 細い通路がある。

　そのため,目 的地に到達するためには知 らず

知 らずの間に竹馬乗 りに必要な技術を習得 し,

竹馬を乗 りこなせるようになってい く経緯が伺

える。

9、 〔事例3)-r絵 ぱ な し」 と 「高 足」一

C2010年5月17日 の記 録]

中 庭 に て

K児:み ん なが で きな い と,土 の神 様 し ょん ぼ り しち ゃ う。

J児:み てみ て,神 様 起 こす そ!1本 で や って みたl

Ke　ip:(他 の ク ラス)あ そ こが ゴー ルだ1(K組 は別 に ゴー ルが 決 まっ てい た 。)

F児:違 う,神 様 だ}(小 さい声 で言 う。)

Fu児:1本 で ジ ャ ンプ で き る。

S児:僕 もで き る よ!

園児が 「神様起こし」と言い一本の竹馬でジャンプする姿がでてきて,「絵ぱなし」と一緒の行為をするように

なる。
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「絵ぱなし」を用いた保育に関する一考察

担任の思い
・単独の遊びから複数の遊びへの広が りもあった。
・遊びが広がっていき保育者が無理に遊びを教えなくても友達と作 りだしていた。「面白い」と園児自身が感じ

　ること,遊 びの広がりは大きいと思う。

[2010年5月26日 の 記 録]

担任の思い
・竹馬の歴史が園児らに理解され,定 着してきていると実感したのは竹馬遊びの中に 「絵ぱなし」と同じように　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　ー本で跳ぶ園児が複数でてきたことである。まねしている事がわかったし,楽 しそうにしている園児たちの姿

　が微えましかった。

〈写真6　 高足をする園児①〉 〈写真7　 高足をする園児②〉

10.〔 事例3〕 の分析

　一竹馬活動の発展　「絵 ばなしと高足」一

　先述 したが,5月10日 の 「絵ぱなし」を鑑賞

した後の話 し合いの場面で,担 任の 「昔はどん

なふうだったのかな?」 の問いに,Y児 が 「1

本1」 と応 えている。さらに,「 そ して神様が

気付 くように(神 様起 こし)や ってみて くれ

る?」 の担任の発問にJ児 が 「で も1つ だった

もん…」(2本 で歩 くより,難 しいと思ってい

る)と 発言している場面がある。

　 これは竹馬の起源を園児が理解 し,高 足 と結

びつけている反応である。

　それが5月17日 の園児の発言を見ると,竹 馬

の歴史が園児に理解 され定着している経緯が明

らかである。 「みんながで きない と土の神様

しょんぼりしちゃう」「みてみて。神様起 こす

そ11本 でやってみた1」 「1本 で ジャンプで

きる。」「僕もで きるよ1」 と園児 らが自主的 ・

積極的に竹馬活動 を展開し,発 展する。

　担任の保育記録 にあるように,園 児の中で遊

びが広がっていき,保 育者が遊びを指導 しなく

ても友だちと作 り出 してい く様子が確認された。

「面白い!」 と園児 自身が感 じることで,遊 び

の広が りが大 きくなってい くのである。

11.ま とめ

　竹馬の 「絵ぱなし」を保育者が作製し,そ れ

を園児に語った。すると園児たちは トウモロコ

シ畑に行って 「神様起こし」をするという保育

の流れは,担 任の予想 を超えた活動の展開に

なったといえる。

　言い出 したのはA児 であるが,後 は伝言ゲー

ム的に園児の生活の中で自分たちの物語が創 ら

れていったと考えて も,過 言ではないだろう。

　園児が 「絵ぱなし」を鑑賞 したことで竹馬の

起源の一端を知 ることができ,竹 馬 に込められ

た願いを園児たち自身のものにしていったとい

える。

　 :・
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　 しかし,保 育記録を分析する中で,保 育者の

必要以上の発問や保育者主導の進め方だと思わ

れる点も明 らかになった。園児はそれらに反応

はするが,そ れ以上に興味を持ち納得できる方

法で,園 児たちが遊びの流れを創っていったと

いえる。それを加藤は物語 を共同で作 ると述べ

ている。そ してその過程は加藤2}の 説 によると

「意味生成」のための 「対話」 ということにな

る。加,fixL3;は「子 どもは"知 識や,人 間性や,

正 しい価値を,大 入によって時間をかけて注 ぎ

込まれる 『容器』のような存在"で はなく,周

囲の環境 に対 して 自分 自身で"意 味を作 り出

ず'存 在だ という認識 をしている。」更に 「集

団保育において,プ ロジェクト的な活動 を生成

発展カリキュラムとして創造することの最大の

意味は子どもを"意 味を作 り出す"主 体として

位置づけたうえで.子 どもたちの"有 能さ"を

引 き出すことを集団保育の課題 と考える点にあ

るとしている。」凄と述べている。今回の保育実

践は,以 上の加藤の考えを確認することになっ

た ともいえる。

　文化財である 「絵ぱなし」を用いた取 り組み

により,「竹馬」に 「乗る」 ということが 「乗

せる」 という保育者の一方的な関与ではなく,

興味ある動機づけにより園児が自主的に取 り組

めることが実証 された。
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